日本学生支援機構奨学金【給付】
2020年度継続審査について
日本学生支援機構奨学金では毎年、奨学生の経済状況、成績等をチェックして「継続」「警告」「停止」「廃止」の判定を行います。「廃止」と判断された学生は奨学生としての資格を失い、2020年度以降の奨学金を利用できなくなりますので注意してください。
記
　次の場合は即「廃止」と判定されます。
1 留年した場合
2 卒業延期が確定した者
（①同様、最短修業年限では卒業できない者）
3 卒業延期は確定していないが、学校において卒業延期の　おそれがあると判断した者
4 当年度の修得単位数が16単位以下の者
5 「停止」の者（下記※参照）であって、その者の生計を維持する者が市町村民税の所得割を課されている者

　 ※「停止」となる者
　　　 経済状況について次のいずれかに該当する者
(1) 生計を維持する者が市町村民税の所得を課されている状態が２年間継続した者
(2)生計を維持する者の市町村民税の所得割額（家計支持者が２人いる場合は２人の合計額）が20万を超える者
2019年11月8日

学生課奨学係
